
１．題材設定の理由 

資源の枯渇によって省エネ対策に注目が集まり，

『エコ』という言葉は，さまざまな場面やジャンルで

耳にするようになってきている。一方，そのような言

葉や取り組みについて知ってはいるものの，身近な問

題として捉えている生徒は少ない。そこで，身近なエ

コから地球規模での環境に関する問題点へと展開して

いくことで，自分たちの生活が環境問題の原因のひと

つとして大きく影響しているという意識を持たせ，エ

コライフへの実践力を身につけさせていきたいと考え，

本題材を設定した。 
 

２．題材のねらい 

・環境やエネルギー問題に興味・関心を持ち，その一因

は自分たちの生活であることに気づくことができる。 
・エコライフに取り組むために自分の生活を振り返り，

工夫・改善策を見つけ出すことができる。 

・エコライフの意識を持ち，学校生活や家庭生活で実

践することができる。 
 

３．題材の特徴 

①地球規模の環境問題を身近なものとして捉えること

ができる。 
②自分の生活を振り返り，主体的に家庭で実践するこ

とができる。 
③地球温暖化の原因となっている二酸化炭素の排出量

を計算することで，具体的な数値目標を設定するこ

とができる。 
④インターネットで「エコチェックシート」，「ふくし

まの環境家計簿」をダウンロードでき，福島議定書

に締結していなくても実践することができる。 
⑤エネルギー変換に関する技術の学習が終了しても継

続して取り組むことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東北をもっと好きになる！  技術分野の実践例・授業提案  

エコライフを実践しよう 
～日常生活を見直し，エネルギーの有効利用～ 

―３８―

エコライフを実践しよう【５時間】 

１ 『現在の環境問題を考えよう』（１時間） 

 現在，地球が抱えているさまざまな環境問題に触れ，特に地球温暖化が起こる

メカニズムと問題点について理解を深めさせる。温暖化が影響しているであろう

異常気象を例に，私たちの生活にも大きな被害をもたらす危険性があることを実

感させたり，現在のエネルギー消費による未来予想を考えさせたりする。 

２ 『京都議定書や福島議定書について知ろう』（１時間） 

 京都議定書における世界規模での取り組みについて知らせる。また，福島議定

書における身近な省エネ活動への取り組み状況について知らせ，循環型社会への

転換のために省エネルギーの必要性と有用性に気づかせる。 

３ 『私たちの生活でエネルギーの無駄遣いはないだろうか』（１時間） 

 「エコチェックシート」（１図）で具体的な省エネへの取り組み内容を理解させ

る。さらに「ふくしまの環境家計簿」（２図）により二酸化炭素の排出量を計算さ

せ，生活の中にエネルギーの無駄遣いはないか，またその具体的な解決策につい

て考えさせる。 

４ 『私たちにできることからはじめよう』（２時間） 

 これまでの学習をもとにエコライフの実践に向けたレポートを作成させる。ど

のように実践していくことが省エネにつながっていくのかを発表させ，その根拠

となる部分を明確にさせることで，自らの生活を評価・改善する力を身につけさ

せていく。 

学習項目 時数

エネルギーに関す

る基礎知識 
３ 

機器の保守点検と

事故防止 
４ 

ダイナモライトの

設計と製作 
７ 

力の伝達の仕組み ３ 

エコライフを実践

しよう 
５ 

エネルギー変換に関する

技術【22 時間】 

福島県の地球環境保全の 

キャラクター「エコたん」 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔１図 エコチェックシート〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〔２図 ふくしまの環境家計簿〕 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 学習指導要領においては，エネルギー変換に関する

技術の適切な評価・活用について「エネルギー変換に

関する技術が社会や環境に果たしている役割と影響に

ついて理解させ，エネルギー変換に関する技術を適切

に評価し活用する態度を育成する」こととしている。 
４．指導の概要 

 本題材に入る前に，ダイナモライトの設計と製作を

行い，エネルギー変換に関する概念を理解させるだけ

でなく，資源の枯渇化や環境問題について考えさせる

きっかけとした。 
本題材では，環境問題が自分たちの生活が原因とな

っていることを実感させ，問題解決のために自分たち

が行動しなければならないという意識を持たせていき

たい。また，指導を進めていくにあたっては，生活と

エネルギーとの関わりについての理解を深めたり，エ

コライフの実践に対する意欲を高めたりできるように

配慮したい。具体的には，試行錯誤しながら考え出し

た工夫・改善策について根拠をあげて発表させることで，

家庭生活での実践に向けた自信につなげていきたい。 
 本題材の学習終了後には，家庭生活においては各家

庭，保護者との連携を図り，学校生活においては生徒

会等の活動を生かして実践を進め，定期的に「エコチェ

ックシート」，「ふくしまの環境家計簿」に取り組み状況

を記入させることで，エコライフの実践状況を確認させ，

取り組みへの意欲を継続させ，生活化を図っていく。 
 
 
 

福島県 
２ 

【評価基準】 

生活や技術への関心・意欲・態度 
・生活と環境問題の関連に気づき，問題解決に向けて考え

ることができる。 
・エネルギーを有効に利用する方法を調べることができる。

生活を工夫し創造する能力 
・日常生活における工夫・改善策を検討することができる。

生活の技能 
・日常生活で実践できる省エネ対策をあげることができる。

生活や技術についての知識・理解 
・環境問題の原因，生活との関係を説明することができる。

 
福島県ホームページ 生活環境部 環境共生課

（http://wwwcms.pref.fukushima.jp/） 

参考文献・参考Ｗｅｂページなど 

―３９―
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